
令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 対応完了日

　令和５年度に、事故現場付近におけ
る歩道の切り下げ部分について、ガー
ドパイプを設置し、横断歩道以外の場
所での歩行者の横断抑止を図った。
　横断抑止を目的の一つとする歩道外
側の植え込みが、事故現場付近におい
て伐採やハサミで切られているなどし
て、目的を果たしていない部分が見受
けられた。
　状況の改善を図るため、再度植え込
みの整備を検討する。
　また、故意による植え込みの除去に
ついては、近隣マンションの管理者を
通じて周知を図る。
　再度の植え込み整備にも関わらず、
継続した伐採等により状況が改善しな
い場合は、ガードパイプの設置等、新
たな抑止策を検討していく。

西部道路公園維持課 R6.5
（１）島根四丁目１１番
　　　北側道路（環七北通り）

　令和５年５月に島根小学校児童が被害者と
なった死亡事故発生場所。
　改めて、現状において危険要因があるか、
あるとしたらその対策について点検したい。

島根小学校 ＜参加者＞
　　学務課２名、島根小学校２名、開かれた学校づくり協議会１名
　　都市建設課１名、交通対策課１名
　　西部道路公園維持課（西部第二係）１名、西新井警察署３名令和6年5月14日（火）10:00～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 対応完了日

①　右左折車両に向けた注意喚起表示
について、設置の可否、設置場所等に
ついて検討する。

②　歩行者の青点灯時間延長について
は、交通状況（車両の通行量）による
渋滞発生の懸念や、児童の信号待機時
間の延長などを鑑みると適当ではない
ため、見送る。

①　東京都第六建設
事務所

②　竹の塚警察署

①　R7.4設置
予定

①　右左折車両に向けた注意喚起表示
について、設置の可否、設置場所等に
ついて検討する。

②　高速出口からのＵターン車両対策
も含め、当該交差点についての運用に
ついて検討を進める。

③　ゆとりシグナルの設置については
検討していく。

①　東京都第六建設
事務所

②③　竹の塚警察署

①　R7.4設置予
定

②　交差道路と
の兼ね合いから
信号点灯時間の
調整は見送り、
信号無視の取り
締まりを適宜実
施する。

③　R6.9警視庁
本部へ上申済

足立入谷小学校
＜参加者＞
　　学務課２名、足立入谷小学校１名、ＰＴＡ１名
　　開かれた学校づくり協議会１名、都市建設課２名
　　交通対策課１名、西部道路公園維持課（西部第三係）２名
　　東京都第六建設事務所２名、竹の塚警察署２名

令和6年5月17日（金）9:00～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容

（１）入谷九丁目３番
　　　南東側交差点

　首都高速道路下の都道と入谷大橋通りが交
差する場所。児童が横断するのは都道であ
り、横断距離は長い。
　歩行者信号は「ゆとりシグナル」が設置さ
れており、登下校時に学童擁護員が配置され
ている。
　入谷大橋通りから都道に右左折で進入する
車両が、児童が横断する横断歩道を通過する
こととなる。
　交差点が広いため、横断歩道付近に車両が
到達するまでにスピードが上がり、危険な状
況が見受けられる。

（２）入谷八丁目１番
　　　南東側交差点

　首都高速道路下の都道と区道が交差する場
所。児童が横断するのは都道であり、横断距
離は長い。
　首都高速「足立入谷」インター出口付近で
あり、交差点をＵターンする車両も多く、交
差点内が広いことから、信号が変わった後に
児童が渡る横断歩道を通過しようとする車両
もしばしば発生する。
　横断距離が長いものの、歩行者信号は「ゆ
とりシグナル」ではない。
　登下校時に学童擁護員が配置されている。
　区道から都道に右左折で進入する車両が、
児童が横断する横断歩道を通過することとな
る。
　交差点が広いため、横断歩道付近に車両が
到達するまでにスピードが上がり、危険な状
況が見受けられる。
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

　交通事故が発生していることもあ
り、当該交差点の周辺に注意喚起表示
やカーブミラー等、ドライバーが確認
すべき情報が多過ぎており、かえって
注意が散漫になる恐れがある。
　そのため
①　入谷中学校に対し、重複している
注意喚起横断幕の整理・撤去を依頼す
る。

②　区の危機管理課を通じて、入谷中
央公園に沿って設置されている反社会
的勢力対策用ののぼり旗の一部の移設
を依頼する。

③　足立入谷小学校ＰＴＡが入谷中学
校の敷地内に設置していた注意看板に
ついては老朽化が進んでいることもあ
り、撤去する。

①②　学務課

③　足立入谷小学校
ＰＴＡ

①②　R6.6

　出庫する車に対し注意を促すための
路面標示等について、コンビニエンス
ストア側に検討・実施を依頼する。

学務課

R6.5　依頼済
み
R6.8　店舗に
より看板設置

（３）入谷三丁目７番
　　　東側道路

　コンビニエンスストアに入出庫する車が通
学路を横断することとなる。特に出庫時に見
通しが悪く、児童の通行について危険であ
る。

　交通量が多く、過去に交通事故が発生して
いる。
　車両同士の出会い頭の事故が多いが、児童
が巻き込まれる懸念がある。

（２）入谷三丁目６番
　　（入谷中学校）
　　　南東側交差点
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 対応完了日

①　児童に対して、極力横断歩道を通
行するよう交通指導を行う。

②　委託先のシルバー人材センターを
通して、学童擁護員にも児童の誘導を
促す。また、指摘があった学童擁護員
の誘導方法等につき、改善を求める。

①　千寿本町小学校

②　学務課
②　R6.5

　児童に対して、信号の遵守と横断時
の左右確認の徹底について改めて指導
する。
　道路反対側を通行し、当箇所を横断
せずに済む通学路の設定を検討する。

千寿本町小学校

　路面標示等による注意喚起はすでに
対策が行われている。
　引き続き児童に対する交通指導を
行っていく。

千寿本町小学校
（３）千住四丁目２２番
　　　南東側交差点
　　（ほんちょう公園入口付近）

　公園脇の歩行者専用道から児童が飛び出
し、自動車と接触する危険がある。

千寿本町小学校 ＜参加者＞
　　学務課２名、千寿本町小学校１名、ＰＴＡ１名
　　開かれた学校づくり協議会１名、民生・児童委員１名、
　　青少年委員１名、都市建設課１名、交通対策課１名、
　　東部道路公園維持課（東部第一係）２名、千住警察署１名

令和6年5月30日（木）9:30～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容

（１）千住四丁目１９番
　　　南西側五差路

　信号の無い五差路（横断歩道有）で、登校
時に駅方面へ通勤する自転車と児童が交錯す
る。横断待機場所がほとんどなく、児童が交
差点内側を横断することも多い。
　点検当日、当箇所に配置されている学童擁
護員の誘導方法等について指摘があった。

（２）千住五丁目１７番
　　　南西側交差点

　東西方向は見通しが良く、信号が変わるタ
イミングで強引に通過する車両がいる。ま
た、信号機は押しボタン式で、歩行者用信号
の青の点灯時間が短いため、信号が赤の状態
で横断する児童もいる。
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 対応完了日

①　小学生と中学生が使用する歩道を
北側・南側に「住み分け」し、互いの
通学がスムーズに行えるよう、加賀中
学校に依頼する。

②　当該歩道は「自転車通行可」とさ
れておらず、１３歳未満の子どもや７
０歳以上の高齢者等を除き車道を通行
することとなる。近隣の保育園園児の
保護者と特定できてはいないが、注意
喚起として、自転車は車道にて信号待
機を行うよう、保護者への周知を依頼
する。

③　スクールゾーン規制が為されてい
る区道については、東西の入り口に路
面表示を行い、規制されていることを
ドライバーにより分かりやすくする。

①②　学務課

③　西部道路公園維
持課

①　R6.6　加
賀中学校より
「通学時の生
徒の安全確保
等を鑑み、か
つ皿沼小学校
との協議の結
果、通学ルー
トの指定は不
可能」との回
答あり。

②　R6.6依頼
済み

③　R6.9

　当該交差点に接続する歩道は全て
「自転車通行可」とされておらず、基
本的には自転車は車道を通行すること
となっている。
　にも関わらず歩道を通行する自転車
に対しては、歩行者も自衛の行動が必
要であることから、学校や家庭におい
ての交通安全教育を引き続き徹底す
る。

皿沼小学校
（２）皿沼三丁目１８番
　　　南西側交差点

　歩道上を自転車が走行しており、信号待ち
をしている児童とぶつかりそうになり危険で
ある。

（１）皿沼一丁目１７番
　　　南西側交差点

　
　通学路は、都道である鳩ケ谷街道を横断す
ることとなるが、交差点につながる区道の歩
道幅員が狭く、近隣の加賀中学校に登校する
生徒と錯綜し、結果児童が車道を通行してい
ることもあり、危険である。
　また、信号待機場所において、近隣の保育
園に通園する園児保護者と思われる自転車が
大半を占め、児童が車道に溢れていることが
あり、危険である。
　加えて、当該交差点より東に抜ける区道は
スクールゾーン規制がされているにも関わら
ず、多くの車が通行している。

皿沼小学校 ＜参加者＞
　　学務課２名、皿沼小学校２名、ＰＴＡ３名、都市建設課２名
　　交通対策課１名、西部道路公園維持課（西部第三係）２名
　　東京都第六建設事務所２名、西新井警察署２名令和6年6月20日（木）15:45～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 対応完了日

①　北西側から通学する児童に対し、
北側からの右折車両の死角となりにく
い、西側の横断歩道を通るよう通学の
指導を継続して行う。

②　学童擁護員の配置に向けて調整を
行う。

①　中川東小学校

②　学務課

②　R7.1配置
済み

①　交差点北側の電柱へ、車両への注
意喚起表示の設置を行う。
②　交差点南西側角へカーブミラーの
設置を検討する。

東部道路公園維持課
①②　R6.7設
置完了

　歩行者用信号機の設置（車両用は設
置済み）について検討する。

綾瀬警察署 R7.6設置予定

　交差点東側手前に注意喚起のための
ストップマーク表示を行う。
　東側角の植栽を剪定し、交差点内の
見通しを確保する。

東部道路公園維持課 R6.6

（１）大谷田二丁目２番
　　　北西側交差点

　複雑な構造の交差点で、信号のパターンが
不規則であるため、勘違いをして発進する車
両などがあり、危険である。また、北方向か
らの右折車と横断歩道上の児童が交錯しやす
く、危険である。

中川東小学校 ＜参加者＞
　　学務課１名、中川東小学校１名、ＰＴＡ１名
　　開かれた学校づくり協議会２名、都市建設課１名、
　　東部道路公園維持課(東部第二係)４名、綾瀬警察署２名令和6年6月24日（月）9:00～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容

（２）大谷田二丁目１６番
　　　南東側交差点

　信号のない交差点であるが、南北方向は自
動車の通行が多く、東西方向についても自転
車の飛び出しがあり危険である。

（３）大谷田二丁目１５番
　　　南東側交差点

　歩行者用信号機のない交差点である。南北
方向は自転車の通行が多く、東西方向につい
ても自転車の飛び出しがあり危険である。

（４）大谷田一丁目４番
　　　北東側交差点

　交差点東側の道路幅員が狭く、そこからの
飛び出しに気が付きにくい。
　全体的に交通量も多い交差点である。
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 対応完了日

①　交差点北東側の死角について、都
道の歩道にラバーポールを設置し、よ
り交差点の「角（かど）」から遠い位
置を走行するよう誘導する。

②　都道と区道の接道部分について、
区道側に自転車を対象としたストップ
マークを路面に表示する。

①　東京都第六建設
事務所

②　西部道路公園維
持課

①　R6.11

②　R6.7

①　路上駐車や歩行者妨害が悪質であ
れば、１１０番通報をいただければ、
適切に対応する。

②　当該交差点付近のガードパイプは
角度を調整することで、より視認性を
向上させる。

③　歩行者妨害の車に対し、都道の双
方向における横断歩道手前に赤のカ
ラー舗装を行い、ドライバーに対しよ
り強い表現で横断歩道の存在を周知す
る。

①　西新井警察署

②③　東京都第六建
設事務所

②③　R6.11

（１）扇一丁目４９番
　　　北西側交差点（都道）

　交差点北東側角が民家の壁。フェンスによ
り死角となり、特に江北橋通りの歩道を走行
する自転車と、交差する道路を南下してくる
児童との出会い頭の接触の危険性が高い。
　交差点北東側を東に進むと、斜めに接道す
る区道がある。民家の壁・植栽により、都道
との接道部分が死角となり、自転車と登校児
童との接触の恐れがある。

寺地小学校
＜参加者＞
　　学務課１名、寺地小学校１名、ＰＴＡ１名
　　開かれた学校づくり協議会１名、都市建設課２名、交通対策課１名
　　西部道路公園維持課（西部第一係）２名
　　東京都第六建設事務所４名、西新井警察署２名

令和6年6月24日（月）9:30～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容

（２）扇一丁目４１番
　　　扇東公園南東角交差点
　　　（都道）

　信号機が設置されていない交差点。
　歩行者妨害（横断待機者がいるにもかかわ
らず車が停止しない）が依然として多く、加
えて交差点付近に路上駐車する車両が多い。
　信号待機をしている児童が、路上に設置さ
れたガードレール（ガードパイプ）により車
から認識できないことがある。
　信号機の設置が望ましいと考える。
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

対策内容 事業主体 対応完了日点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容

①　設置済みのカーブミラーの角度を
調整し、より手前まで確認できるよう
にする。

②　交差点から北西に抜ける道路に、
歩行者用のストップマークを表示し、
登校児童への注意喚起を行う。

③　交差点から北東に抜ける道路にあ
る電柱に「飛び出し注意」の電柱看板
を設置し、走行する自転車への注意喚
起を行う。

④　交差点から西に抜ける道路の路面
に「学童注意」を表記し、走行する車
に対して注意喚起を行う。

⑤　交差点のクロスマークが薄れてい
たため、塗り直しを行う。

①②④⑤　西部道路
公園維持課

③　学務課

①　R6.6

②④⑤　R6.7

③　R7.2

　南北に走る道路の横断場所を特定
し、より視認性を高くして、出会い頭
等の事故を予防する。

寺地小学校

（３）扇一丁目４１番
　　　扇東公園北東側
　　　変形五差路

　五差路であることから、死角が多い。自転
車の通行も多く、ヒヤリハットの事例もあ
る。

（４）扇一丁目１３番
　　　北東側　変形交差点

　交差点から西に抜ける道路を使用して登下
校する児童が、南北を通る道路を通行する車
や自転車に対して認識されにくく、出会い頭
の事故の危険性がある。
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 対応完了日

①　当該箇所に横断歩道を新設するこ
とは、横断待機場所が不足しているこ
とから困難である。

②　交差点東側道路に「学童注意」の
路面標示を行い、車に対し注意喚起を
行う。

①　綾瀬警察署

②　東部道路公園維
持課

②　R6.8

　登校時、スクールゾーンである南北
の道路入り口に小学校がＡ型バリケー
ドを設置していることから、バリケー
ドに「斜め横断禁止」の旨の表示を行
い、児童への注意喚起を行うことを検
討する。

東綾瀬小学校
（２）東綾瀬一丁目１６番
　　　北西側交差点

　当該箇所は南北に抜ける道路にスクール
ゾーン規制（7:30～8:30）がなされている。
　そのためか、当該交差点の西側道路を使っ
て登下校する児童が、交差点を斜め横断をす
ることがしばしばある。
　小学校としては継続した安全指導を行って
いるが、なかなか効果が得られない。

（１）東綾瀬二丁目１７番
　　　八か村落とし
　　　ファミリー公園
　　　南西側交差点

　当該交差点の北東側、近隣マンションから
通学する児童は、当該交差点について公園脇
から横断歩道が無い場所を横断することとし
ている。
　しかし、東から西へ抜ける車については、
主道路ということで交差点手前での一時停止
の規制も無いことから、登下校時に横断する
児童が危険である。

東綾瀬小学校 ＜参加者＞
　　学務課１名、東綾瀬小学校２名、ＰＴＡ３名、都市建設課１名
　　東部道路公園維持課（東部第二係）４名、綾瀬警察署１名令和6年6月25日（火）14:45～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 対応完了日

①　交差点東側の２箇所の横断待機場
所について、カラー舗装（緑）を行う
ことにより、児童に待機場所を認識さ
せるとともに、車側にもこのゾーンを
回避するよう注意を促す。

②　学童擁護員の配置について、竹の
塚小学校で配置の是非について検討す
る。

①　西部道路公園維
持課

②　竹の塚小学校

①　R6.7

①　信号無視については、警察により
取り締まりを強化する。

②　歩行者用信号機については、位置
の修正について検討する。

③　路面のスクールゾーン標記が薄れ
ているため、塗り直しを行う。

①②　竹の塚警察署

③　西部道路公園維
持課

①　適宜取り
締まりを強化
する。
②　一部信号
機はR6.9調整
済み。残りの
信号機につい
ては、R7年度
工事予定。
③　R6.7

（２）竹の塚一丁目３２番
　　　南西側交差点

　通学路は赤山街道を横断するようになって
いる。
　登下校時とも南北に抜ける道路がスクール
ゾーン規制されていることから、赤山街道を
走行する自転車が、当該交差点を信号無視す
ることが見られ、横断中の児童が信号無視の
自転車に気を配り、避けながら歩いているよ
うな状況にあり、大変危険である。
　また、歩行者用信号の位置がやや高く、低
学年児童にとって見えにくい。

（１）竹の塚一丁目７番
　　　北西側交差点

　交差点の南東及び北東の角について、ス
ペースが狭く、横断待機がしにくい。よっ
て、路側帯の外にはみ出す児童がいるととも
に、内輪差により危険が生じる懸念がある。
　登校時は地域ボランティアが見守りを行っ
ているため安心であるが、下校時は大人の見
守りが無いため、不安である。

竹の塚小学校
＜参加者＞
　　学務課１名、竹の塚小学校１名
　　ＰＴＡ３名（うち１名は開かれた学校づくり協議会委員を兼ねる）
　　都市建設課１名、西部道路公園維持課（西部第二係）２名
　　竹の塚警察署２名令和6年6月28日（金）9:30～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

　横断歩道の設置は、待機場所の不足
及び周辺交通施設（路側帯の拡幅、
ガードパイプの設置等）と改良を連動
させる必要があることから、現状にお
いては難しい。
　ついては、竹の塚小学校及び保護者
から児童に対して、当該箇所は厳重な
安全確認が必要であることを、引き続
き指導徹底していく。
　また、東西に抜ける車に対し、児童
の安全確認判断には不安が残るため、
竹の塚小学校で学童擁護員の配置の是
非について検討する。

竹の塚小学校
（３）六月三丁目１３番
　　　北側Ｔ字路

　横断歩道が無い場所を横断することとなる
が、民家の陰となることから見通しが悪い。
　結果、走行する車からは直近まで児童を認
識できず「飛び出し」のような状況となる恐
れがある。
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 工事完了日

　主道路となる青井兵和通りに「学童
注意」の路面表示を行う。
　また、交差点を強調するため「ロ」
の字の赤舗装を行うとともにクロス
マークの塗り直しを行うことにより、
交差点を通過する車に対し、注意喚起
する。

東部道路公園維持課 R6.9

①　青井小学校東側付近の水路につい
ては、近い将来に暗渠にする予定であ
る。
②　青井みどり公園は水路を維持する
ため、車道側のロープが欠損している
箇所は補修を行う。公園内遊歩道側に
ついては、児童の転落防止につながる
対策を検討する。

①　道路整備課

②　東部道路公園維
持課

①②　竜井堀
親水水路改修
工事にて令和
８年度末まで
に転落防止柵
設置予定

青井小学校 ＜参加者＞
　　学務課２名、青井小学校１名、ＰＴＡ１名
　　開かれた学校づくり協議会１名、都市建設課１名
　　交通対策課１名、東部道路公園維持課(東部第一係)２名
　　綾瀬警察署１名令和6年7月3日（水）9:00～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容

（２）青井小学校
　　　東側道路一帯
　　　（竜井堀親水水路）

　当該道路の東側の歩道上に、柵等が設置さ
れていない水路が露出している箇所があり、
児童が落ちそうになり危険である。

（１）青井三丁目３３番
　　　北西側交差点
　　　（青井兵和通り）

　横断歩道が無い交差点。青井兵和通りを横
断することとなり、危険を感じている。
　登校時間帯は流通のトラックが通り抜ける
ことも多く、見通しが良いこともありスピー
ドも上がっているように感じる。
　昨年度まで当該箇所ではＰＴＡが見守りを
行っていた。
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

対策内容 事業主体 工事完了日点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容

　歩道が狭隘なため、歩道上における
注意喚起表示は困難である。
　マンション敷地内の植栽等について
は、民地のため対応は困難である。
　通学路がマンション敷地内となって
いる現状について、再度点検・確認を
行い、見直しを検討する。

青井小学校
（３）青井三丁目５番
　　　南側歩道

　スーパー西友が近隣にあることから、環七
南通りの歩道上を走行する自転車の通行が激
しく、マンション敷地から歩道に出る通学児
童とぶつかりそうになっている。
　環七南通りの歩道は狭隘であることもあ
り、自転車通行可の規制はかかっていないた
め、本来は歩道上を通行する自転車は１３歳
未満もしくは７０歳以上の方が運転するもの
に限られる。
　しかしながら、環七南通りの道路幅員自体
が狭隘であること、また交通量が多いことも
あり、自転車はほぼ歩道を通行している。
　当該箇所はマンションの植栽や樹木によ
り、歩道の東方向が見通しが悪い状況となっ
ている。
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 工事完了日

　児童が歩道内側で待機することを促
すため、待機場所の目安となるストッ
プマークを設置する。
　歩道上の中木植栽を移設して、見通
しを確保し、横断する児童を認識しや
すくする。

東京都第六建設事務
所

R6.12

①　横断待機場所を少しでも確保す
るため、横断歩道の白線表示を見直す
ことを検討する。

②　横断待機時の整列等を促すため、
学童擁護員を配置について学校におい
て検討する。

①　西新井警察署

②　興本小学校

①　道路拡幅
等の構造変更
が必要なた
め、現況での
対応は難し
い。

　東側路地が私道であるため、対応は
困難である。
　当箇所の前後にある横断歩道を横断
するよう、安全教育を継続して実施す
る。
　道路西側は通学路に設定されていな
いが、そちらを通行する児童も一定数
いるため、状況を改めて確認した上
で、通学路設定の見直しが必要か検討
を行う。

興本小学校
（３）西新井本町四丁目２９番
　　　西側

　下校時に東側路地から進入する車両と出合
い頭に衝突する危険性がある。
　付近は横断歩道のない交差点であるため、
児童が道路横断時に危険である。

＜参加者＞
　　学務課２名、興本小学校１名、ＰＴＡ２名
　　開かれた学校づくり協議会１名、都市建設課２名、東京都第六建設事務所２名
　　西部道路公園維持課西部第一係３名、西新井警察署３名、

（２）扇三丁目２５番北西側
　　　江北バス通り交差点

　横断待機時のスペースが十分でなく、進入
してくる車両と接触・衝突する危険性があ
る。

興本小学校
令和6年7月5日（金）9:30～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容

（１）扇三丁目１４番北西側
　　　尾久橋通り上横断歩道

　横断待機時に歩道を走行する自転車が多
く、危険である。また、横断時にも車道を信
号無視して進入する自転車があり危険であ
る。
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 工事完了日

①　歩道については、自転車の通行を
車道寄りに誘導するためのポストコー
ンの設置、また視認性確保のため、低
木植栽の剪定を行う。
②　車道については付近に横断歩道が
あることから、路面への注意表記はス
ペース的に困難である。飛び出し禁止
について、小学校や家庭での交通安全
教育を引き続き徹底する。

①　東部道路公園維
持課

②　花保小学校

①　R6.8

①　特にスペースが狭い南東側の角に
ついては、スペース拡張を目的とし
て、植栽を移設しガードパイプを設置
するなどの案について検討する。

②　児童が横断待機をする際は、でき
るだけ後ろに下がり、自転車や他の歩
行者の通行スペースを確保すること
で、接触を回避するよう、児童への交
通安全教育を引き続き徹底する。

①　東部道路公園維
持課

②　花保小学校

①　R6.10

　路側帯の拡幅を含めた道路の改良に
ついては困難である。
　交通量や歩行環境を鑑み、より安全
と思われる通学路を検討する。

花保小学校
（３）南花畑二丁目
　　　３０番～２６番
　　　北側道路

　車、自転車の交通量が多い道路であるが路
側帯が狭く、しばしば車道にはみ出して通学
している児童が見受けられる。

花保小学校 ＜参加者＞
　　学務課２名、花保小学校１名、開かれた学校づくり協議会２名
　　交通対策課１名、東部道路公園維持課（東部第三係）３名
　　竹の塚警察署２名令和6年7月12日（金）9:30～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容

（１）南花畑二丁目１９番
　　　（花保小学校）
　　　南側道路

　児童が下校する際、校門から低学年児童が
飛び出し、歩道を通行する自転車、また車道
まで飛び出す懸念があり、不安を感じてい
る。

　小学校に近いこともあり、登下校で通行す
る児童の交通量は多い。
　しかし横断待機場所が少なく、かつ歩道を
通行してくる自転車の交通量も多いことか
ら、接触の危険性がある。

（２）南花畑二丁目１６番
　　　南西側交差点
　　　（花畑南交差点）
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 工事完了日

　緑道の斜め方向に開口部があり、そ
こから児童が斜め横断をしているた
め、斜め方向を通行できないよう、柵
を設置する。
　それに伴い、直進方向に設けられて
いる柵を一部改良し、直進方向に開口
部を設定する。
　なお、直進方向の開口部付近に、自
転車の速度抑制を促すラバーポールも
設置する。
　また、道路上に横断方向を示す表示
を行う。

東部道路公園維持課 R7.3
（１）花畑一丁目３０番
　　　花畑北部六号公園北側道路

　北側緑道から六号公園側に横断する際、斜
め横断をする児童が多い。
　また、スクールゾーンの時間帯ではある
が、自転車の暴走が多く、児童が横断する際
に危険な状況となっている。
　令和４年度の通学路合同点検時に横断歩道
の設置要望があったが、その際は諸条件を満
たせず設置は見送った。

花畑第一小学校（臨時） ＜参加者＞
　　学務課２名、花畑第一小学校２名、交通対策課１名
　　東部道路公園維持課（東部第三係）２名、竹の塚警察署２名令和6年9月19日（木）8:00～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 工事完了日

①　交差点南西側の歩行者用ストップ
マークを西側に移設して、安全に横断
待機できる箇所の目印とする。
②　児童へ安全な横断待機場所につい
て指導を行う。

①　西部道路公園維持
課

②　西伊興小学校

①　R6.10

①　交差点内の歩行者用ストップマー
クを目印として、児童へ安全な横断待
機場所について指導を行う。
②　スクールゾーン規制がされている
区道については、当該交差点入り口に
路面表示を行い、規制されていること
をドライバーにより分かりやすくす
る。

①　西伊興小学校

②　西部道路公園維持
課

②　R6.10

　道路との境にある公園内の柵に、通
り抜けを禁止する旨の注意標記を設置
する。

西部道路公園維持課 R6.10

①　交差点の南北手前それぞれに、
「学童注意」の路面標記を行い、注意
喚起を図る。
②　交差点南北手前のダイヤマークを
再塗装し、横断歩道の認識をしやすく
する。
③　南側からの視認性を高めるため、
交差点南西側民地内の樹木剪定が可能
か所有者等へ確認する。

①　西部道路公園維持
課

②　竹の塚警察署

③　学務課

①　R6.10

②　R6.12

③　R6.10
（R6.12にマン
ション管理会
社により剪
定）

（１）西伊興二丁目２番
　　　北東側交差点

　東から西方向へ通学する児童が信号待ちを
する際、大師北参道を南北方向に抜ける自転
車と交錯する危険性がある。

西伊興小学校 ＜参加者＞
　　学務課１名、西伊興小学校２名、ＰＴＡ２名
　　開かれた学校づくり協議会２名
　　都市建設課１名、交通対策課１名、
　　西部道路公園維持課（西部第二係）１名、竹の塚警察署２名

令和6年10月9日（水）13:30～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容

（３）伊興二丁目２番
　　　南側道路

　南側の諏訪木東公園から道路へ飛び出す児
童がおり、自動車への接触や転倒の危険性が
ある。

（４）伊興二丁目１３番
　　　南東側Ｔ字路交差点

　南北方向から交差点内に進入する車両が、
西側で横断待機している児童を視認しづらく
危険である。

（２）西伊興二丁目２番
　　　南東側交差点

　西側区道から大師北参道へ左折する車両が
横断待機をしている児童と接触する危険性が
ある。
　加えて、当該交差点の東側区道はスクール
ゾーン規制がされているにも関わらず、多く
の車が通行している。
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 工事完了日

①　現在、学校の周囲四方は全て自主
管理歩道で囲まれており、幅員も児童
が通れないような狭隘な状況にはな
い。よって、児童がやむを得ず車道を
通行しなければならない状況にも該当
せず、スクールゾーン指定による車両
通行禁止規制は馴染まない。
　
②　ただし、学校の周囲の道路を走行
する運転手に「ここからは学校のエリ
アだ」と認識させるような標記は必要
であり、道路標記や電柱看板等で周知
を行う。

①　西新井警察署

②　西部道路公園維
持課、学務課

②　R6.11
（電柱看板の
設置は、適し
た電柱が無く
不可）

①　当該交差点の南北方向に横断歩道
の設置を検討する。

②　横断歩道設置の場合は交差点に設
置済みのカーブミラーの移設を行う。
　　横断歩道を設置できない場合は、
当該交差点内を赤枠で表示する。

③　当該交差点の北側道路に「学童注
意」の路面標示を行う。

①　西新井警察署

②③　西部道路公園
維持課

①②　R7.7～
8（予定）

③　R6.11

（２）鹿浜未来小学校
　　　北東側　交差点

　信号が無い交差点であり、多くの通学児童
が当該交差点を南北に通過している。令和６
年９月１３日午前７時３０分頃に車同士の衝
突事故が発生したように、交通事故の懸念が
ある。
　通学時刻についてはスクールゾーンによる
通行規制をかけ、ドライバーの注意力に依存
することなく交通事故の可能性を減じること
が必要である。
　近隣の保護者からも対策を強く求められて
いる。

（１）鹿浜未来小学校
　　　北、東、南側道路

　小学校の周囲道路は通学路であることか
ら、スクールゾーンとして車両進入禁止の規
制により通学児童の安全を図りたい。
　※　学校西側道路は旧北鹿浜小学校のス
クールゾーンによる車両進入禁止規制がその
ままとなっている。

鹿浜未来小学校 ＜参加者＞
　　学務課２名、鹿浜未来小学校２名、交通対策課１名
　　西部道路公園維持課（西部第三係）２名、西新井警察署３名令和6年10月10日（木）10:00～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 工事完了日

①　児童の飛び出しについて注意を促
すため、歩行者用ストップマークを路
面標記する。ただし交差点以北は私道
であるため不可。

②　車両に対し注意喚起を目的として
「横断注意」等の電柱看板を設置す
る。

③　特に児童の通学が集中する登校時
において、学童擁護員の配置を検討す
る。

①　西部道路公園維
持課

②　交通対策課

③　学務課

①　R6.11

②　R6.11

③　当該交差
点には横断歩
道が無いこ
と、また付近
の交差点（約
20m）に横断
歩道があるこ
とから、学童
擁護員による
見守りは適さ
ないと判断す
る。

①　この先に横断歩道があることを路
面標記にて周知するダイヤマークが薄
くなってきているため、塗り直しを行
い、横断歩道の存在を強調する。

②　車両の速度抑制を目的として、イ
メージハンプを路面に標記する。

①　西新井警察署

②　西部道路公園維
持課

①　R7年度
（予定）

②　R6.11

（２）小台二丁目３７番
　　　南東側交差点

　信号が無い交差点である。特に南北を通行
する車両（優先道路のため一時停止規制は無
し）の通行量が多く、また速度も速いことか
ら、児童が横断歩道を通行する際に危険を感
じている。

（１）宮城一丁目１２番
　　　南側交差点（変形）

　変形の交差点を横断する際、左右からの車
の往来が多く、また交差点の際まで見通しが
悪く、横断歩道も無いことから危険な状況で
ある。

宮城小学校 ＜参加者＞
　　学務課２名、宮城小学校１名、ＰＴＡ１名
　　開かれた学校づくり協議会１名、都市建設課１名、交通対策課１名
　　西部道路公園維持課（西部第一係）３名、西新井警察署２名令和6年10月22日（火）10:00～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 工事完了日

　以前、当該道路南端に横断歩道の横
断待機場所として整備、また道路のグ
リーンベルト設置側の路側帯に、ソフ
トコーンを設置した経緯がある。
　道路幅員の拡幅は困難であること、
また登校時はスクールゾーンによる車
両進入禁止規制がかかっていること、
また一方通行規制がかかっていること
から、新たに設備等の対策を実施する
ことは難しい。
　
当面は
①　薄れてしまったスクールゾーンの
路面標記の塗り直しを行う。
　
②　小学校からの引き続きの安全指導
を行う。

①　西部道路公園維
持課

②　西保木間小学校

①　R6.11
（１）西保木間三丁目７番
　　　西側道路

　道幅が狭く、歩道が途中から無くなる。
　路側帯は歩くスペースがほとんどなく、ス
クールゾーン（7:30-8:30）かつ一方通行の
規制はあるが、日中は抜け道でもあり交通量
も多い。

西保木間小学校 ＜参加者＞
　　学務課１名、西保木間小学校１名、開かれた学校づくり協議会１名
　　ＰＴＡ１名、都市建設課１名、交通対策課１名
　　西部道路公園維持課（西部第二係）２名、竹の塚警察署２名令和6年10月24日（木）9:30～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 工事完了日

①　横断歩道を予告する路面標記（ダ
イヤマーク）が薄れてきているため、
早期に塗り直しを行う。

②　下校時の横断については、引き続
き学校からの安全教育を行う。

③　学童擁護員配置について学校内で
検討し、希望があれば学務課に相談す
る。

①　西新井警察署

②③　鹿浜五色桜小学
校

①　R7年度
（予定）

　運送会社に対し、学校から安全対策
について相談を行う。
　また、通学路の変更を行う必要があ
るか学校内で検討を行う。

鹿浜五色桜小学校

①　隣接交差点（鳩ケ谷街道）に信号
機が設置されており、新たな信号機設
置は困難な状況ではあるが、検討を行
う。

②　交差点付近の歩道にある低木植栽
の高さがやや高く、横断待機をしてい
る小柄な児童が植栽に隠れてしまう懸
念があるため、低木をさらに剪定す
る。

③　学童擁護員の必要性について学校
内で検討し、必要と判断した場合は学
務課に連絡する。

①　西新井警察署

②　西部道路公園維持
課

③　鹿浜五色桜小学校

①　現況では
設置は困難。
要望場所とし
て記録する。

②　R6.11

鹿浜五色桜小学校 ＜参加者＞
　　学務課１名、鹿浜五色桜小学校１名、開かれた学校づくり協議会３名
　　西部道路公園維持課（西部第三係）２名、西新井警察署２名令和6年10月29日（火）15:00～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容

（２）椿二丁目１０番
　　　南西側交差点

　南北方向に通学する児童が信号機の無い横
断歩道を横断する際、車の交通量が多くス
ピードも出ているため、危険を感じている。
　また、当該道路の西側にある運送会社の大
型トラックが歩道を横断して敷地に入る際、
誘導員などがいないため、当該道路の西側を
北上する登校ルートも危険である。

（３）鹿浜四丁目２２番
　　　北西側交差点

　越境通学をする児童が環七北通りを横断す
るにあたり、信号機の無い交差点であり、か
つ登校時間帯は車の流れがなかなか止まらな
いこともあり、危険な状態にある。

（１）椿二丁目１０番
　　　北東側Ｔ字路

　通学路として使用している東西に通じる道
路は、登校時間帯はスクールゾーンによる車
両進入禁止規制が為されている。
　当該道路は鳩ケ谷街道への抜け道として使
用されており、交通量は多い。この道路を横
断する児童は、信号機の無い横断歩道を使用
することとなり、危険を感じている。

21/29



令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 工事完了日

　学校による信号機遵守の交通安全指
導を引き続き徹底する。

六木小学校

①　拡幅事業が継続していることから
現段階での信号機設置については検討
は難しい。
　横断歩道を予告する路面標記（ダイ
ヤマーク）が薄くなっているため、早
期に塗り直しを行う。

②　一時停止の交通標識が民家の植栽
により隠れてしまっているため、区の
所管部署に報告し、対処を依頼する。

③　交差点付近の歩道にある低木植栽
の高さがやや高く、横断待機をしてい
る小柄な児童が植栽に隠れてしまう懸
念があるため、低木をさらに剪定す
る。

①　綾瀬警察署

②　学務課

③　東部道路公園維持
課

①　R7.2

②　R6.11

③　R7.5（予
定）

（２）六木四丁目５番
　　　南西側交差点

　舎人公園通りの交差点で、信号機は無い。
近隣に大型店舗などもあることから、交通量
は多い。過去に通学時ではないが児童の交通
事故が発生しており、児童は危険な状況に
なっている。

（１）神明三丁目２６番
　　　南東側交差点

　変則の交差点であるが、最近信号機が設置
された。しかしながら、通学児童が信号機に
従った交差点内の通行にまだ慣れておらず、
結果として信号無視をしてしまうことがあ
る。

六木小学校 ＜参加者＞
　　学務課１名、六木小学校２名、ＰＴＡ３名
　　開かれた学校づくり協議会１名、都市建設課１名
　　交通対策課１名、東部道路公園維持課（東部第三係）２名
　　綾瀬警察署１名

令和6年10月30日（水）10:00～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 工事完了日

①　駐車を物理的に抑止するための
ポール設置は、設置すればこの道路の
別の場所に動くだけの「イタチごっ
こ」となることが想定されることか
ら、設置は見送る。

②　横断時については自転車を下車
し、歩行者の安全を優先するよう、高
校に要望する。

①　東京都第六建設
事務所

②　綾瀬警察署

①　R6.10

②　R6.10

　横断歩道の設置は、見通しが悪い箇
所での設置はかえって危険となること
から難しい。
　道路両側のガードパイプに、当該箇
所で横断しないようメッセージを表記
した看板を設置する。

東京都第六建設事務
所

R7.2
（２）西綾瀬三丁目３２番
　　　北東側道路

　信号が無いところを横断する歩行者や自転
車が多く危険である。道路が北に向かって
カーブしているため、北側から来る車両に
とって見通しが悪い箇所となる。
　また、児童が真似をする可能性もあること
から防止したい。

（１）西綾瀬四丁目１３番
　　　北側交差点

　近隣高校の生徒と通学時間が重複し、互い
の通行が錯綜する。また、高校生は自転車通
学も多く、かつ都道上の自転車専用道路が違
法駐車車両に占拠されていることから、歩道
を通行しているため、児童の安全な通行が脅
かされている。
　現在は高校の教諭が当該交差点にて見守り
を行っているため、以前よりは改善されたも
のの、交通量は変わらないため、依然として
危険な状態は継続している。

弘道小学校 ＜参加者＞
　　学務課１名、弘道小学校１名、ＰＴＡ２名
　　開かれた学校づくり協議会１名、都市建設課１名、交通対策課１名
　　東部道路公園維持課（東部第一係）３名、
　　東京都第六建設事務所５名、綾瀬警察署１名

令和6年10月31日（木）9:30～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 工事完了日

　通学路に接続している路地は私道で
あり、注意喚起の路面表示等が行えな
いことから、交通標識の柱に「学童注
意」の看板を設置する。

東部道路公園維持課 R6.11

　路地（区道）の路面にストップマー
クを表示し、自転車等に注意を促す。

千住警察署 R6.12

　通学路に接続している路地は私道で
あり、注意喚起の路面表示等が行えな
いことから、区道の路側帯に注意喚起
の路面シートを設置し、自転車等に注
意を促す。

東部道路公園維持課 R6.11

千寿双葉小学校 ＜参加者＞
　　学務課１名、千寿双葉小学校１名、ＰＴＡ３名
　　交通対策課１名、東部道路公園維持課（東部第一係）３名
　　千住警察署１名令和6年11月14日（木）15:00～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容

（２）千住寿町３８番
　　　南西側変則交差点

　通学路である中居堀通りに接続する路地か
ら、安全確認をせずに飛び出してくる自転車
が多い。

（３）千住寿町２８番
　　　東側Ｔ字路

　通学路である中居堀通りに接続する路地か
ら、安全確認をせずに飛び出してくる自転車
やバイクが多い。

（１）千住大川町２２番
　　　南西側Ｔ字路

　路地から通学路に出てくる自転車やバイク
が、安全確認をせず、通学児童との出会い頭
の事故が生じないか危険を感じている。
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 工事完了日

　車の運転手に対し、児童の横断に対
する注意喚起のため、街路灯柱に注意
看板を設置する。

東京都第六建設事務
所

R7.1

①　南北の通りの停止線が薄くなって
いるため、塗り直しを行う。

②　北側から交差点に向かう車からの
見通しが特に悪いことから、電柱に注
意看板を設置する。

③　児童の待機場所をカラー舗装
（緑）し、待機場所を明確にする。

①　竹の塚警察署

②③　西部道路公園
維持課

①　R6.12

②③　R6.12

①　交差点東側道路の路面に「飛び出
し注意」の表記を行うとともに、薄れ
ている外側線の塗り直しを行う。

②　交差点東側道路の電柱に「飛び出
し注意」の看板を設置する。

①　西部道路公園維
持課

②　学務課

①　R6.12

②　R7実施予
定

（１）伊興二丁目２１番
　　　北東側交差点

　大師北参道へ向かう、もしくは大師北参道
から進入してくる舎人公園通りの信号機が無
い交差点である。
　舎人公園通りは都道でもあり、交通量はと
ても多く、速度も上がっている。
　通学路は信号機のある交差点としており、
この交差点での舎人公園通りの横断は通学路
外ではあるが、指導を徹底しても横断する児
童は少なからず存在し、危険な状態となって
いる。

（２）伊興四丁目１５番
　　　北西側交差点
　　　（伊興小前交差点）

　交差点を南北に通る道路が見通しが悪く、
押しボタン信号機があるにもかかわらず、稀
に信号無視をする車が見受けられる。
　また、横断待機場所が狭く、登校時は児童
が車道にはみ出ていることもある。

（３）伊興五丁目２２番
　　　北東側交差点

　信号機が無い交差点であり、交差点の東側
道路が急に幅員が狭くなること、また角の家
屋のため見通しが悪いこともあり、車からは
南北に横断する通学児童を認識しづらい。

伊興小学校 ＜参加者＞
　　学務課１名、伊興小学校１名、ＰＴＡ１名
　　開かれた学校づくり協議会１名、都市建設課１名
　　西部道路公園維持課（西部第二係）２名
　　東京都第六建設事務所３名、竹の塚警察署２名

令和6年11月19日（火）13:30～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 工事完了日

➀　コンビニエンスストアの駐車場内
に「止まれ」等の注意喚起標示を掲出
するよう依頼する。

②　歩道の路面に「歩行者優先」等の
標記をし、自転車の運転手に注意を促
す。

①　学務課

②　東部道路公園維
持課

①　R6.12（同
月、店舗によ
り看板設置）
②　R7.1

　途中のカーブ付近にあった家がア
パートに建て替わり、これまで狭隘に
なっていた西側路側帯がが拡大した。
　よって、西側路側帯にもグリーンベ
ルトを設置し、より幅が広い西側路側
帯を歩行するようにする。

東部道路公園維持課 R7.1（２）辰沼二丁目６番　東側道路

　道路幅員が狭く、路側帯も電柱がある場所
などは車道に出る必要がある。
　車（一方通行）・自転車の通行が多く、途
中のカーブ地点は見通しが悪いため、いきな
り車両が出てきてヒヤリとすることがある。

辰沼小学校 ＜参加者＞
　　学務課１名、辰沼小学校１名、ＰＴＡ２名
　　都市建設課１名、東部道路公園維持課（東部第二係）３名
　　綾瀬警察署１名令和6年11月20日（水）9:00～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容

（１）辰沼二丁目１番　西側歩道

　新規開店したコンビニエンスストアの駐車
場に入出庫する車が多い（特に登校時）。
　入出庫の際に、通学路である歩道を横断す
ることとなり、危険と感じている。
　また、当該道路は幅員が極めて狭いが、北
綾瀬駅に向かう自転車が多く通行し、登校児
童が危険である。
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令和６年度　通学路合同点検実施結果報告書

学校名

実施日時

対策内容 事業主体 工事完了日

　交通量や路側帯の広さ、また枝道に
標識柱を設置するのが困難なこと等を
勘案すると、規制をかけるためのハー
ドルは高い。
　ただ、現状では江北橋通りからの抜
け道となっていることもあり、路面に
注意喚起の表示を行う。

西部道路公園維持課 R6.12

➀　違反車両については、取り締まり
を担当する部署に連絡し、交通指導の
実施を依頼する。

②　引き続き学校から児童に対して、
ガードパイプ内を歩行するよう交通安
全指導を徹底する。

①　西新井警察署

②　本木小学校

①　R6.11
（今後も計画
的に実施予
定。）

　信号機については、江北橋通りが本
木新道まで完全開通してからでないと
交通量等が把握できず、必要性につい
ての判断ができない。
　複雑化した車の通行については、現
在配置されている学童擁護員に更なる
注意をもって見守りを行うよう指示し
ていく。

学務課 R6.11

　江北橋通りの開通状況に応じて、交
通量や地元要望等を鑑みて横断歩道や
信号機等の設置について再検討される
ことも考えられる。
　道路管理者である東京都第六建設事
務所には要望について連絡する。

学務課 R6.11

（２）本木東町６番～１１番
　　　北側道路

　スクールゾーンによる車両進入禁止規制が
かかっている（7:30-9:00、13:00-15:00）
が、通行する車両が多い。
　登校時は付近在住のボランティアがＡ型バ
リケードを設置しているが、下校時は設置し
ていないこともあり、下校時の通行車両が多
い。
　児童にはガードパイプの内側を歩行するよ
う指導しているが、民家駐車場の入口のため
ガードパイプが切れている箇所も多い。
　学校付近の道路であり、通学時には多くの
児童が通行することから、危険である。

（３）本木北町１番
　　　南東側交差点

　本木新道と江北橋通りが接続する、信号機
が無い交差点である。
　江北橋通りが付近まで部分開通したことに
伴い、当該交差点を通行する車の動きが複雑
化し、通学する児童が危険と感じている。

（４）本木北町５番
　　　横断歩道

　現在江北橋通りに設置されている横断歩道
（信号機無し）は、江北橋通り開通前の通学
路とは異なる箇所に配置されている。
　従来、生活道路であったこともあり、横断
歩道が無い旧通学路で江北橋通りを横断する
児童が散見される。
　横断歩道の移設が望ましい。

（１）本木北町７番　北側道路
　　（本木小学校　北側）

　小学校の入校門に面した道路であり、歩道
が無い道路である。
　道路の西側から来る車両が、道路幅が広く
なることからスピードを上げることが多く、
特に登校時は児童が集中するため危険を感じ
ている。
　スクールゾーンによる車両の進入禁止規制
はできないか。

本木小学校 ＜参加者＞
　　学務課１名、本木小１名、ＰＴＡ１名
　　開かれた学校づくり協議会１名、都市建設課１名
　　西部道路公園維持課（西部第一係）３名
　　西新井警察署２名

令和6年11月21日（木）9:30～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容
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学校名

実施日時

対策内容 事業主体 工事完了日

①　左右をよく見た上で横断すること
を徹底するよう、児童へ改めて指導す
る。
②　注意喚起を目的として「児童注
意」等の看板を横断歩道付近の電柱へ
設置する。

①　西新井小学校
②　西部道路公園維
持課

②R7.3

①　少しでも車道と反対側を通行する
ように児童へ指導する。
②　通学路であることを強調するた
め、本木新道沿いへの文マーク（電柱
へ設置する通学路標示）の設置を次年
度以降検討する。

①　西新井小学校
②　学務課

　当該道路東西出口付近にストップ
マークを塗装して、児童を含む歩行者
へ注意を促す。なお、脇道からの急な
飛び出しに対する対策については、脇
道のほとんどが私道である等の理由に
より、対応は困難である。

西部道路公園維持課 R6.12

（２）西新井本町四丁目８番
　　　東側道路

　本木新道は車道の幅が狭く、バスなどの大
型車も通行するため、自転車が歩道上を通行
することが多い。その際、スピードを出して
運転する自転車も多く、児童と接触する危険
がある。

（３）西新井本町一丁目２７番
　　　北側道路

　道幅が非常に狭い道で、見通しが悪いた
め、脇道からの急な車両の飛び出しなどが危
険である。また、当該道路の東西出口付近交
差点は、特に見通しが悪く、出会い頭の事故
の危険性が高い。

西新井小学校 ＜参加者＞
　　学務課１名、西新井小学校１名、ＰＴＡ２名
　　開かれた学校づくり協議会１名、都市建設課１名、交通対策課１名
　　西部道路公園維持課（西部第一係）２名
　　西新井警察署２名

令和6年11月27日（水）9:00～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容

（１）西新井本町四丁目９番
　　　東側横断歩道
　　　（西新井小側）

　当該箇所は学校前の横断歩道である。本木
新道の車両用信号が赤の場合でも、信号無視
して通行する自転車があり、危険である。
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学校名

実施日時

対策内容 事業主体 工事完了日

①　近隣の高校に対し、当該交差点に
おける自転車の通行マナー改善を要請
する。

②　日常のパトロールにおいて、交通
違反をしている自転車に対し注意を行
う。

①②　綾瀬警察署
①　R6.11

②　R6.11～

①　主道路の南北交差点手前に「飛び
出し注意」の路面表示を行い、運転手
への注意喚起を図る。

②　東西に通る従道路の交差点手前に
歩行者用ストップマークの路面表示を
行い、通学児童への注意喚起を行う。

①②　東部道路公園
維持課

R7.1

　五反野ふれあい通りに「学童注意」
の路面標示を行い、自転車を含む運転
手に注意喚起を促す。

東部道路公園維持課 R7.1

（２）弘道一丁目１９番
　　　北西側交差点

　当該交差点を南北に通る道路（交差点にお
ける主道路）が抜け道となっている。
　通学路は当該道路を横断することとなって
おり、見通しも悪いことから出会い頭の事故
の懸念がある。

（３）弘道二丁目１番
　　　南側変形交差点

　当該交差点の南北を通る五反野ふれあい通
りをもって、弘道第一小学校と弘道小学校の
学区域境となっている。よって、五反野ふれ
あい通りを横断する越境通学児童が点検の対
象となる。
　歩行者用信号であることから、五反野ふれ
あい通りを通行する近隣高校生の自転車の信
号無視が頻繁に発生し、青信号で横断してい
る児童に危険が生じている。

弘道第一小学校 ＜参加者＞
　　学務課1名、弘道第一小学校１名、ＰＴＡ３名
　　交通対策課１名、東部道路公園維持課（東部第一係）２名
　　綾瀬警察署１名令和6年11月29日（金）9:00～

点検場所・住所 通学路の状況・危険の内容

（１）弘道一丁目３９番
　　　北東側交差点

　通学路は当該交差点の環七南通りを横断す
るよう設定されている。横断には、日頃地域
のボランティアが見守りを行っている。
　歩行者用信号であることから、環七南通り
を通行する近隣高校生の自転車の信号無視や
逆走が頻繁に発生し、青信号で横断している
児童に危険が生じている。
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